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タイプライターテキスト
追加

fujitat
長方形

yamagud
タイプライターテキスト
本社に変更

yamagud
タイプライターテキスト
横浜　連絡先削除

fujitat
長方形

yamagud
タイプライターテキスト
追加

fujitat
長方形

fujitat
長方形



ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

2019/7

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

注意

軟鋼及び４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）相当以上

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）相当以上

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２

関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１ 北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

！

イ
プ

タ
G

センクシア株式会社

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

ハイベースNEO工法設計施工標準

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ
備　考

ベースプレート

JIS G3136

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定
着
長
さ
L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。
ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±

ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

横浜 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９４５

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）

※２ ※２

TMCP鋼

-

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ２０００、又はクイック３

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）
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座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1
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B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
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Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ用アンカーボルト部品
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さ
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定
着
長
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130
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※1

S

ボルト上端
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ベースプレート
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E

モルタル上端

アンカーボルト

アンボンドスリーブ

余

定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

a

13

16

18

さ

S
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φｄ

チ

P

130

436

30

42

3.5

4.5

長 長ピ

M30

M42

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 上段はEB型式及びEM型式のアンカーボルト４本タイプ、下段はそれ以外のエコタイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co D1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

d1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ２０００、クイック３は使用不可。

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下 板厚40mm超

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

375

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｂ
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※高強度柱材を用いる場合、JASS6等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

２

2
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ハイベース

スカラップ

ハイベース

裏当金

ハイベース

裏当金

裏当金

開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける．）

Ｂ

2019/7

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

注意

軟鋼及び４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）相当以上

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）相当以上

寸　法　制　限

ハイベース

H形鋼柱のみ

https://www.senqcia.co.jp/
ＵＲＬ

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる形状例

ａ 寸法は、ハイベース台座の厚さによって多少変動しますが、本数値以上確保下さい。
はハイベース台座厚さを示し、ハイベース型 式によって変わります。

・アンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置をお願いします。
（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談下さい。）

※※
※
※

M64

M72

M56

注意

（　　）内は、ＢＣ型の数値を示します。

230(200)

210(185)

２

3

5.5

72

１ ２ｔ

6

64

56

6

250 30 1440

28

24

1280

1120

び
呼

じ
の

形　板

ね

M36

M48

M42

M24

M30

ピ 長

さ

長

190(175)

165(155)4.5

3.5

42

48 5

30

36 4 150(130)

130

P

チ

φｄ

24 3

径 ッ

S1

105

さ

22

18

960

840

16

13

720

600

a L

10 480

※２

アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

定余
着
長

アンボンドスリーブ

アンカーボルト

モルタル上端

E

φｄ

ハイベース

平座金

ナット

70

79

621470(1420)

1660(1610)

1850

95

105

85

58

51

45

121

110

98

7412

66

58

12

9

125 36

115

105

32

28

20076

160

18068

60

札幌 　ＴＥＬ　　０１１―７０８―１１７７
東北 　ＴＥＬ　　０２２―２１３―５５９５

東京 　ＴＥＬ　　０３－４２１４－１９３２

関西 　ＴＥＬ　　０６―６３９５―２１３３

中部　 ＴＥＬ　　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　　０２７―３２２―９４１１

北陸　 ＴＥＬ　　０７６―２３３―５２６０

九州　 ＴＥＬ　　０９２―４５２―０３４１
中四国 ＴＥＬ　　０８２―２４０―１６３０

！

H φＤ2 定着板の形状

tw

面長 距

E

径

41

54

48

29

35

955(925)

1110(1080)

1270(1235)

800

L3

645

※４

55

75

65

46

38

34

29

24

87

75

64

53

B

幅

36

H

19

さ

C

42

離

外

アンボンド
スリーブ

全

H

※2
a

S

二

ナット(一種）

高 対
角

Bt

鋼形

φd2

50

43

9

9

37

31

6

6

92

78

25

22

66

56

19

16

φD1φd1

256

さ 径

tB

44 16

径 さ

120

14052

45

10039

33 90

φD2

27 70

径 径

用用
柱
管鋼

柱

定　着　板平　座　金

厚 内 外 厚

tB

(

内 外 円
形Ｈ

mm )

φｄ2

φｄ1

t 2

L

B 下端LP

L ３

ボルト上端

S H

tw ※1

a

･H

※2

Ｈ

平座金の形状

tw

φＤ1

柱
用

鋼
管

形
角

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

ハイベース上端

H型 

※ＢＣ型はシングルナット仕様とする。

センクシア株式会社

Ｒ型 

柱下端

ハイベース上端

Ｈ

7
Ｈ

丸形鋼管柱
Ｈ形鋼柱

3
5

。

ＢＣ型 ＢＳ型 

Ｂ型 ，ＧＸ型

柱下端

角形鋼管柱

７
3
5

。

柱下端

ハイベース上端

角形鋼管柱

Ｈ

3
5

7

2

。

スーパーハイベース工法設計施工標準

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート。

（１） ハイベース・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）　※３　Ｍ７２は細目ねじ

（２）ハイベース下面のモルタル

２． アンカーボルトのセット寸法
ボルト本数はハイベースの型式によって異なります。

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６ Ｎ／ ｍｍ　以上

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

Ｃ１・Ｓ１

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0180 (ハイベース)

MBLT-0042～0046 (アンカーボルト)

BCJ評定-ST0058

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

型   式

ボルト本数

注意

４

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ同等備　考

ハイベース

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｓｔ

１． 材質

-

※１

BCJ評定

大臣認定

１． 溶　接　材　料

※　柱とハイベースの溶接は、完全溶込み溶接

２．ハイベースの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺の

中心塗り部分モルタルの

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

Ｓ２・Ｍ２・Ｌ２・Ｘ２・ＷＸ２

８

S3･M3･L3

１２

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5 (二重ナット時）

強度区分8 (一重ナット時）

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

※３

ＨＡＢ
※２ ※２

※３

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

※２

-

工場加工

各　部　名　称

注意

柱

モルタル

ｅｍ

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法・ス－パ－ハイベース工法設計ハンドブックに準拠する。

３．　基礎柱形部の標準納まり

（本工法は、Ｓ造およびＣＦＴ構造に適用）

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、アンカーボルトの締付け、これらの施工は、

センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務づけられています。）
２．本資料以外の施工方法で行った場合、スーパーハイベースの性能が発揮できなくなります。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査によってよい。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

基礎柱形の設計

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

下部定着長さ

上
部
定
着
長
さ

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

１．基礎柱形主筋の定着長さ

６． 検　　　　査

方　　　法

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

（１）ウェブの両面すみ肉溶接

組立溶接

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接を行う。

Ｈ形鋼柱の

 溶接

予　熱

１

エンドタ ブの取付と

Ｈ形鋼柱ウェブの

すみ肉溶接

（２）開先部の溶接

角　形　鋼　管

４．本 溶 接 の 手 順

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

Ｈ　形　鋼

４０ｍｍ

ハイベース

ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

１パスごとに全周溶接
を行う。

円　形　鋼　管

組立溶接

角　形　鋼　管

４０ｍｍ

組立溶接

３．組 立 溶 接

４０ｍｍ

Ｈ　形　鋼

４０ｍｍ

円　形　鋼　管

現 場 施 工

厚さ（ｔｍ）

備　考

モルタル幅（ｅｍ）

(曲げ負担の場合は、

（自動ロボット溶接の場合

はこれによらない）

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛

裏当金

ハイベース

柱

A

B

溶接余盛はハイベース側A点から

柱側B点へ向かってなめらかに
なるように施工する。

2

2

完全溶込み溶接とする)

横浜 　ＴＥＬ　　０３－４２１４－１９４５

ｅｍ≧３０ｍｍ 許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ２０００、又はクイック３

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX２０００及びクイック３は使用不可。）

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

※高強度柱材を用いる場合、JASS6等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

へりあき量は、ハイベース外形寸法の０．０６５倍（０．１倍）以上

確保しなければならない。
柱　　　　形

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±

ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

施工完了後、スーパーハイベース工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

１１．モルタル注入枠取り外し

アンカーボルト設置例

設置

目標値

（形板芯にて検査）

８．鉄骨建方

９．モルタル注入枠設置（#） 後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0°

マーキング

(#)：センクシアの担当範囲

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。
ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

ＮＸ２０００、クイック３は使用不可。

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

２

2

2
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テキストボックス
電話番号変更
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テキストボックス
柱形配筋を修正

長方形

テキストボックス
2019/06



長方形

テキストボックス
ズレを修正

テキストボックス
2019/06

テキストボックス
ズレを修正

長方形
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テキストボックス
2018/07

長方形

テキストボックス
文言変更

テキストボックス
溶接材料の規定の修正

長方形

テキストボックス
中心塗モルタルの寸法規定の変更

長方形

テキストボックス
確認項目の修正

長方形



テキストボックス
2018/07

長方形

長方形

テキストボックス
ずれを修正

テキストボックス
ずれを修正



テキストボックス
18/07

長方形

テキストボックス
モルタル規定の修正

テキストボックス
移動・文言変更

長方形

線

長方形

長方形

テキストボックス
中心塗モルタルの寸法規定の変更

テキストボックス
溶接材料の規定の修正

長方形

長方形

テキストボックス
コンクリート基準強度の修正
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